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④  晩年を豊かで安心して過ごせる町

●自主防災組織等防災訓練補助金　96 万円
　自主防災組織等が訓練を実施した場合、その経費
の一部を助成します。

●自主防災組織防災資機材整備事業　160 万円
　自主防災組織の防災訓練を促すとともに、自主防
災組織が必要な防災資機材の購入費を助成し、実効
性のある自主防災組織の育成を支援します。

●木造住宅耐震調査・耐震改修補助事業　360 万 1 千円
　民間木造住宅の耐震調査を実施するとともに、耐
震改修を行う個人に補助を行います。

総務課関係（☎ 74‐1000）

●健康増進計画推進事業　421 万円
　生活習慣の改善・運動習慣の定着等に向けて、食
塩摂取量の実態調査や減塩料理教室、運動・体力測
定教室等を実施します。また、第２期健康増進計画（前
期計画）の中間評価を行うとともに、今後５カ年の
後期計画を策定し、健康寿命の延伸を目指して、関
係機関・団体等と協働し、健康づくりを推進します。

●歯周疾患検診事業　34 万 7 千円
　歯周病およびその原因である歯周病細菌が、心臓
病や肺炎など、全身の疾患につながる恐れがあるこ
とから、40歳以上の方を対象に歯周病検診に係る費
用を助成し、歯周病予防を推進します。

●成人用肺炎球菌ワクチン接種事業　342 万 3 千円
　成人用肺炎球菌ワクチンの予防接種を行います。

●がん検診総合支援事業　47 万 8 千円
　子宮がん検診は 21 歳、乳がん検診は 41 歳到達者に
無料クーポン券を配付し、検診受診者の支援を行います。

●簡易脳ドック検診事業　319 万 4 千円
　40 歳から 60 歳までの５歳刻みの年齢到達者に簡
易脳ドック受診費用の一部を助成します。

●救急安心センター事業　38 万 8 千円
　急な病気やけがをしたとき、救急車を呼ぶべきか
迷った際に、電話（♯ 7119）で専門員からアドバイ
スを受けることができます。

●特定健診・特定保健指導事業　1893 万 3 千円
　国民健康保険被保険者のうち、40歳以上の方を対
象に実施する「特定健診」の自己負担金を無料とし、
更なる受診率の向上と生活習慣病有病者・予備軍の
減少および重症化の予防を図ります。

健康増進課関係（☎ 73‐5504）
●ため池ハザードマップ作成事業　30 万 1 千円
　ため池が決壊する怖れのある場合、または決壊し
た場合に迅速かつ安全に避難する為のため池ハザー
ドマップを作成します。

●トンネル施設長寿命化計画策定事業　656 万円
　施設の延命化を図るため広域農道トンネル施設の
調査・点検結果により、長寿命化計画を策定します。

農林課関係（☎ 79‐1002）

●認知症施策推進事業　250 万 7 千円
　認知症についての普及啓発の実施、認知症初期集
中支援チーム、認知症地域支援推進員の設置、認知
症カフェの運営支援を行い、地域における支援体制
の構築と地域ケアの向上を図ります。

介護保険課関係（☎ 73‐5503）

●漁港漁場機能高度化保全事業　1 億 180 万円
　町内にある漁港施設の調査・点検結果に基づき、
適切な維持補修を実施することにより、施設の延命
化を図るとともに、崩壊等の危険を回避します。

●漁港高潮対策事業　2000 万円
　油田（油宇）漁港の高潮対策工事を実施し、浸水
等による被害を防止します。

●海岸保全整備事業　6030 万円
　漁港海岸保全区域内において、離岸堤の設置や護
岸の整備等を行い、高潮・波浪等から沿岸域住民の
生命・財産を守ると共に、国土を保全します。

●海岸堤防等老朽化対策事業　940 万円
　町内にある全ての海岸保全施設の調査・点検を実
施し、適切な維持補修・改良を実施することにより、
施設の延命化を図るとともに、防災施設としての機
能を維持します。

水産課関係（☎ 79‐1004）

●柳井地区広域消費生活センター設置事業　115 万 3 千円
　消費者に関する様々な問題等に対応するため、柳
井圏域１市４町で、専門の相談員が常駐する広域的
な相談窓口を設置します。

商工観光課関係（☎ 79‐1003）

●道路新設改良事業　2 億 6907 万 2 千円
　防災対策に視点をおいた道路改良事業等を行うと
共に、橋りょう補修を実施することにより橋りょう
の長寿命化を図ります。

建設課関係（☎ 79‐1005）


